

































石黒 暁寛?，関 大仁?，櫻井 孝志?
堀内 陽介?，清水 健?，小原 琢磨?



















病理結果はIDC,NG 2,pt 2.5 cm,n＝0/4,chemo therapeu-





























例 リンパ節転移2例 肺転移1例 脳転移1例.1例は心臓
手術となり6年でトラスツズマブ終了.1例は金銭的な問
題も含み6年でラパチニブ終了,3例は継続中である.トラ
スツズマブは8 mg/kg/4-5 weeks,ラパチニブは3年経過
後に1錠/年を漸減している.中止症例では1年経過する
も再燃を認めてない.これまで抗HER2薬も含め分子標的
薬をいつまで継続するか医療費も関連し今後の重要な課題
と考える.しかし,抗HER2薬を中断し再燃する可能性か
ら長期継続は許容せざるをえないと考える.今後,トラス
ツズマブ,ラパチニブの投与量,投与間隔を変更し,毒性を
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